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アプリケーションのパフォーマンス問題の分析

このドキュメントでは、ユーザや管理者に影響を与えているアプリケーションのパフォ
ーマンスの問題に関するレポートに対処するための手順について説明します。たとえ
ば、Exchangeアプリケーションの処理速度が1日中遅くなっているとユーザから苦情が
寄せられています。

このタスクについて

OnCommand Insight では、アプリケーションは設定されたエンティティです。アプリケーションに名前とビ
ジネスエンティティを割り当て、そのアプリケーションにコンピューティングリソースとストレージリソース
を割り当てます。これにより、インフラストラクチャの健全性をエンドツーエンドでより適切に把握し、イン
フラストラクチャ資産管理をより積極的に管理できるようになります。

手順

1. 問題 の調査を開始するには、Insightツールバーを使用してExchangeアプリケーションのグローバル検索
を実行します。

検索を実行するときに、オブジェクト名の前にオブジェクト記述子を追加して検索結果を
絞り込むことができます。

2. 検索結果から「Exchange 2016」を選択すると、アプリケーションのランディングページが表示されま
す。
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アプリケーションランディングページには、次の情報が記載されています。

◦ 選択した24時間のレイテンシグラフの右側にレイテンシの増加が表示されます。

◦ レイテンシが増加しても、IOPSレベルに大きな変化はありません。レイテンシの増加は、アプリケー
ションの使用率が高いことによるものではないようです。レイテンシの急上昇の原因となる可能性が
あるストレージのIOPS要求は実際には高くありません。レイテンシの増加は、外部要因が原因である
可能性があります。

◦ [Top contributors]セクションのグラフの右側で、選択した内部ボリュームCDot_Boston：SP2：Vol_01

の100%をクリックします。このリソースがExchange 2016アプリケーションに100%貢献しているこ
とが表示されます。

◦ この内部ボリュームCDot_Boston：SP2：Vol_01のナビゲーションリンクをクリックして、内部ボリ
ュームのランディングページにアクセスします。内部ボリュームを分析すると、レイテンシの急増に
関連する情報が得られる場合があります。

2



内部ボリュームを確認しています

内部ボリュームのランディングページには、次の情報が表示されます。

• 内部ボリュームのパフォーマンスグラフは、レイテンシとIOPSの両方について、アプリケーションのパ
フォーマンスに表示されていたグラフと一致します。

• 関連するアセットが表示される[Resources]セクションで、「Greedy」リソース（CDot_Boston：SP1

：Vol_01）が特定されます。

Greedyリソースは、Insightの相関分析で特定されます。システムを大量に消費しているリソースやパフォー
マンスが低下しているリソースは、同じ共有リソースを使用する「ピア」です。GreedyリソースのIOPSまた
は利用率は、デグレード状態のリソースのIOPSまたはレイテンシに悪影響を及ぼします。

GreedyリソースとDegradedリソースは、仮想マシン、ボリューム、内部ボリュームのランディングページで
特定できます。各ランディングページには、最大2つのGreedyリソースが表示されます。

関連性のランキング（%）を選択すると、Greedyリソース分析の結果が表示されます。たとえば、Greedy

Percentageの値をクリックすると、デグレード状態のアセットに対する処理に影響する処理がアセットに対
して表示されます。次の例を参照してください。
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デグレード状態のリソースを特定したら、デグレード（%）のスコアを選択して、デグレード状態のリソース
に影響している処理とリソースを特定できます。

貪欲なリソースを調べています

Greedyリソースと特定された内部ボリュームをクリックすると、ボリュー
ムCDot_Boston：SP1：Vol_01のランディングページが開きます。

この内部ボリュームは、概要の詳細では別のアプリケーション（Travel Booking）のリソースであり、別のス
トレージプールに含まれていますが、Exchange 2016の内部ボリューム（CDot_Boston_N1）と同じノードに
あります。
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ランディングページには以下が表示されます。

• Travel Bookingアプリケーションに関連付けられている内部ボリューム。

• 新しいストレージプールが関連するリソースで識別されます。

• 調査していた元の内部ボリューム（CDot_Boston：SP2：Vol_01）は「Degraded」と表示されます。

• パフォーマンスグラフでは、アプリケーションのレイテンシは安定しており、IOPSの急増もExchangeア
プリケーションのレイテンシとほぼ同じです。

これは、Exchangeアプリケーションでのレイテンシの急増が、このボリュームでのIOPSの急増が原因で
ある可能性があることを示している可能性があります。

[Resource]セクションのグラフの右側に、関連付けられているDegradedリソース（Exchange 2016内部ボリ
ュームCDot_Boston：SP2：Vol_01）が表示されます。チェックボックスをクリックして、パフォーマンスグ
ラフにデグレード状態の内部ボリュームを含めます。2つのパフォーマンスグラフを合わせると、レイテンシ
とIOPSの急増がほぼ同じタイミングで発生していることがわかります。これは、Travel Bookingアプリケーシ
ョンをよりよく理解したいことを示しています。アプリケーションでIOPSの急増がなぜ長引いているのかを
理解する必要があります。

Travel Bookingアプリケーションに関連付けられているストレージプールを調べると、アプリケーション
でIOPSの急増が発生している理由がわかる場合があります。[CDot_Boston：SP1]をクリックして、ストレー
ジプールのランディングページを表示します。
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ストレージプールを確認します

ストレージプールのランディングページを確認すると、関連するアセットと同じIOPSス
パイクが表示されます。[Resources]セクションでは、このストレージプールのランディ
ングページが旅行アプリケーションのボリュームにリンクしていることを確認できま
す。ボリュームをクリックすると、ボリュームのランディングページが開きます。

ボリュームを確認しています

ボリュームのランディングページには、関連するアセットと同じIOPSの急上昇が表示さ
れます。
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[Resources]セクションに、Travel BookingアプリケーションのVMが表示されます。VMのリンクをクリックす
ると、VMのランディングページが表示されます。

VMを確認しています

VMのランディングページで、CPU利用率とメモリ利用率を表示する追加の指標を選択し
ます。CPUとメモリの利用率のグラフは、どちらも容量のほぼ100%で動作しているこ
とを示しています。これは、Exchangeサーバの問題はストレージの問題ではなく、VM

のCPUとメモリの使用率が高く、結果としてディスクへのI/Oのメモリスワップが原因で
あることを示しています。
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この問題を解決するには、追加の同様のリソースを探すことができます。[Additional resources]入力ダイアロ
グに「Node」と入力し、Exchange VMに似たアセットの指標を表示します。この比較は、変更が必要な場合
にワークロードをホストするのに適したノードを特定するのに役立ちます。
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